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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを表示するためのディスプレイと、情報及び命令を入力するための入力手段と、
上記入力手段の操作に基づいて上記ディスプレイを制御する制御ユニットとを具備する携
帯電話において、
　上記入力手段は、上記ディスプレイ上でマーカーの位置を移動させるナビゲーションキ
ーと、上記マーカーの位置に依存して許される複数の機能を表示するために制御ユニット
に要求を与える選択キーとを備え、
　上記制御ユニットは、上記要求を受け取ったときに、ディスプレイの一部分をカバーす
るポップアップウィンドウであって、上記マーカーの位置に依存して許される複数の機能
を表示するポップアップウィンドウを発生し、
　上記ナビゲーションキーと上記選択キーは、上記ポップアップウィンドウに表示された
上記複数の機能から、ユーザが１つの機能を選択することを可能とし、
　上記ポップアップウィンドウは、上記ユーザが上記選択キーを押すことにより出現する
、
携帯電話。
【請求項２】
　上記マーカーの位置に依存して許される機能は、上記携帯電話で実行中のアプリケーシ
ョンに依存して許される機能でもある、請求項１に記載の携帯電話。
【請求項３】
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　上記マーカーの位置に依存して許される機能は、上記携帯電話の状態に依存して許され
る機能でもある、請求項１又は２に記載の携帯電話。
【請求項４】
　上記ポップアップウィンドウは、上記マーカーが、該ポップアップウィンドウに表示さ
れる項目によって定められる境界を越えると消滅するように構成される、請求項１から３
のいずれかに記載の携帯電話。
【請求項５】
　上記ポップアップウィンドウは、何の機能も選択されないまま所定時間が経過すると消
滅するように構成される、請求項１から４のいずれかに記載の携帯電話。
【請求項６】
　上記ナビゲーションキーはローラを備え、該ローラの回転が、上記制御ユニットに作動
的に接続されたエンコーダによって検出され、上記制御ユニットは、それに基づいてディ
スプレイにおけるマーカーの移動を制御する請求項１から５のいずれかに記載の携帯電話
。
【請求項７】
　上記選択キーは上記ナビゲーションキーに一体化される請求項６に記載の携帯電話。
【請求項８】
　入力又は編集モードにおける上記ポップアップウィンドウの内容は、マーカーで決定さ
れたコンテクスト感度を示す請求項１ないし７のいずれかに記載の携帯電話。
【請求項９】
　上記ディスプレイは、そのアクティブ部分において所定数の行に配列された符号を表示
するためのドットマトリクスディスプレイであり、上記行の各々は、複数の符号を含み、
そして上記マーカーは、２つの符号間に位置する微光バーとして形成される請求項８に記
載の携帯電話。
【請求項１０】
　上記電話は、上記コンテクスト感知ポップアップウィンドウの発生時に、複数の許容し
得る機能がポップアップウィンドウにリストされるリストモードに状態を変え、そして上
記選択キーは、押圧時にカーソルで指示された機能を選択する選択手段へと機能を変える
請求項８に記載の携帯電話。
【請求項１１】
　上記制御ユニットにより制御されそして上記ナビゲーションキーにより操作されるエデ
ィターを備え、上記制御ユニットは、このエディターに対して、一連の入力情報を表示す
るための上記ディスプレイにおける第１ディスプレイ部分と、一連の複数の考えられる情
報候補を表示するための上記ディスプレイにおける第２ディスプレイ部分と、を定め、上
記一連の候補における１つの候補がカーソルにより強調され、情報候補を通るカーソルの
移動は上記ナビゲーションキーの回転により制御され、そして上記強調された候補は、上
記ナビゲーションキーを押すことにより一連の入力情報へ入力するように選択できる請求
項７ないし９のいずれかに記載の携帯電話。
【請求項１２】
　ディスプレイと、情報及び命令を電話の制御ユニットに入力するための入力手段とを有
し、制御ユニットが入力手段の操作に基づいてディスプレイを制御するような携帯電話に
おいて、上記入力手段は、押圧し得るローラと、上記ローラの支持構造体と、上記ローラ
の回転を検出するために上記制御ユニットに作動的に接続されたエンコーダと、上記ロー
ラの押圧を検出するために上記制御ユニットに作動的に接続されたセンサと、を備え、上
記制御ユニットは、１組の許された機能を含むポップアップウィンドウであって、上記ロ
ーラを押圧することにより与えられる要求を受け取った際に上記ディスプレイの一部分を
カバーするポップアップウィンドウを発生し、上記入力手段は、上記電話の唯一の入力手
段であることを特徴とする携帯電話。
【請求項１３】
　上記制御ユニットにより制御されそして上記入力手段により操作されるエディターを備
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え、上記制御ユニットは、このエディターに対して、一連の入力情報を表示するための上
記ディスプレイにおける第１ディスプレイ部分と、一連の複数の考えられる情報候補を表
示するための上記ディスプレイにおける第２ディスプレイ部分と、を定め、上記一連の候
補における１つの候補がカーソルにより強調され、情報候補を通るカーソルの移動は上記
ローラの回転により制御され、そして上記強調された候補は、上記ローラを押すことによ
り一連の入力情報へ入力するように選択できる請求項１２に記載の携帯電話。
【請求項１４】
　上記電話への全ての入力は、上記ナビゲーションキーを回転しそして押すことにより行
なわれる請求項１１に記載の携帯電話。
【請求項１５】
　上記ナビゲーションキーは、上記電話の唯一の入力手段である請求項１４に記載の携帯
電話。
【請求項１６】
　上記ポップアップウィンドウは、長方形フレームを画成する境界線によりアクティブな
ディスプレイエリアから区切られる請求項１ないし１５に記載の携帯電話。
【請求項１７】
　上記ポップアップウィンドウエリアは、アクティブなディスプレイエリア全体の３０％
ないし７０％をカバーする請求項１６に記載の携帯電話。
【請求項１８】
　上記長方形フレーム内のポップアップウィンドウは、リストモードにおいて多数の選択
可能な機能を表示する請求項１６に記載の携帯電話。
【請求項１９】
　上記長方形フレーム内のポップアップウィンドウは、２つないし４つの選択可能な機能
を表示する請求項１８に記載の携帯電話。
【請求項２０】
　上記制御ユニットは、所定の順序で配置された複数の選択可能な機能を含むリストを取
り扱い、全組の機能のうちの部分組のみがポップアップウィンドウに同時に示される、請
求項１８に記載の携帯電話。
【請求項２１】
　上記ポップアップウィンドウは、リストにおける各ステップごとにディスプレイが更新
されるようにして３つの機能を表示し、これにより、カーソルは、ポップアップウィンド
ウの中央の機能を強調する請求項２０に記載の携帯電話。
【請求項２２】
　全組の機能は、２つの機能がリストにおいて各々最初の項目及び最後の項目として定め
られるように配列され、そしてリストモードにおいて、カーソルがリストの最初の項目又
は最後の項目以外を通過するときに、ポップアップウィンドウが消失し、そして電話がリ
ストモードから、背景表示に関連したモードに入る請求項２０又は２１に記載の携帯電話
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電話ハンドセットのための新規で且つ改良されたユーザインターフェイス（Ｕ
Ｉ）に係る。セルラー又はコードレスシステム用の携帯電話のＵＩは、コールの取り扱い
のみをサポートするのではない。最新世代の携帯電話においては、益々多数の新たなアプ
リケーションが電話に組み込まれている。
【０００２】
【従来の技術】
メニュー項目、個々のアプリケーションの取り扱い、及びアプリケーションに対する入力
としてのテキストの編集の中で、ナビゲーションは実行が非常に困難である。というのは
、最も一般的に使用される形式のナビゲーションは、アップ／ダウンスクロールキーによ
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り実行されるからである。携帯電話により実行できるオペレーションの数は、増加し続け
ている。しかしながら、電話をよりユーザになじみ易いものにするためには、キーパッド
を簡単化するのが望ましい。というのは、技術に精通しない多くのユーザは、キーをいか
に取り扱うか知らない場合にキーに驚くからである。一般に、顧客は、特殊なキーで圧倒
されたキーパッドを見たときに驚かされる。
【０００３】
ハンドセット上のキーの数を減少するために、益々多くのファンクション及びオペレーシ
ョンが少数のキーに一体化されている。本出願人により市場に出されているＮｏｋｉａ３
１１０（登録商標）という名前の電話は、最も一般的に使用されるファンクション及びオ
ペレーションをデフォールトオプションとして有する非常に限定された数のキーを備え、
あまり頻繁に使用されないファンクション及びオペレーションは、代替オプションとされ
る。この概念は、英国特許出願第９６２４５２０．４号に開示されており、紹介時点でユ
ーザグループにより完全に受け入れられている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
この概念は、新たな電話ユーザが、コールの発信、電子的な電話帳の取り扱い等の最も一
般的に使用されるオペレーションに非常に容易に馴染むようにするが、会議通話、メッセ
ージの取り扱い等の稀に使用されるオペレーションの使い易さを改善するものではない。
【０００５】
英国特許出願第９７０３６４６．１号は、ソフトキーを押したときにウインドウをポップ
アップする概念について開示している。このウインドウは、ソフトキーを介して使用でき
るオペレーションを含むリストを備えている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、ディスプレイと、情報及び命令を電話の制御ユニットに入力するための
入力手段とを有し、制御ユニットが入力手段のオペレーションに基づいてディスプレイを
制御するような携帯電話において、上記入力手段は、ディスプレイにおいてマーカーを移
動する手段と、このマーカーにより定められた位置において許されるオペレーションを表
示するために制御ユニットに要求を与える手段とを備え、そして上記制御ユニットは、上
記要求を受け取ったときにディスプレイの一部分をカバーするポップアップウインドウで
あって、上記許されたオペレーションを含むポップアップウインドウを発生するような携
帯電話が提供される。従って、ソフトキーに通常存在するオプションと、カーソルのナビ
ゲーションとの両方をナビゲーション手段のローラ本体に一体化することができる。
【０００７】
１つの重要な効果は、ディスプレイの３ないし５のテキスト行の１つをもはやソフトキー
ファンクションの表示に専用に使用しなくてもよいので、ディスプレイのアクティブ部分
を増加できることである。別の効果は、多数のキーを単純に省けることである。従って、
所望の特性をもつナビゲーション及び選択キーを簡単に得ることができる。
【０００８】
本発明の実施形態は、使用できるオプションがユーザに良く見えるやり方で、使用できる
デフォールト及び代替オプションが表示される電話ハンドセット用の新規で且つ改良され
たユーザインターフェイスを提供する。
【０００９】
ディスプレイにおいてマーカーを移動する上記手段は、ローラ本体を有するナビゲーショ
ンキー手段を備え、ローラ本体の回転が、制御ユニットに作動的に接続されたエンコーダ
によって検出され、制御ユニットは、それに基づいてディスプレイにおけるマーカーの移
動を制御するのが効果的である。上記要求手段は、ローラ本体の支持構造体に一体化され
たセンサを備え、上記移動及び要求手段は、上記ナビゲーションキー手段に一体化される
のが好ましい。入力又は編集モードにおける上記ポップアップウインドウの内容は、マー
カーで決定されたコンテクスト感度を示す。現在、例えば、電話に使用されるディスプレ
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イの好ましい形式は、ＬＣＤディスプレイであり、そしてこの形式のディスプレイは、ド
ットマトリクスディスプレイである。このディスプレイでは、符号がディスプレイのアク
ティブな部分において所定数の行に配列されるのが好ましく、各行は複数の符号を含み、
そして上記マーカーは、２つの符号間に配置される微光バーとして形成される。新たな符
号は、微光バーの右へ入力され、そして微光バーは、新たに入力された符号の右へ移動さ
れる。
【００１０】
電話は、コンテクスト感知（文脈依存）ポップアップウインドウの発生時に、複数の許容
し得るオペレーションがポップアップウインドウにリストされるリストモードへと状態を
変え、そして上記要求発生入力手段は、押圧時にカーソルで指示されたオペレーションを
選択する選択手段へと機能を変えるのが効果的である。従って、電話の現在モードに基づ
いて異なる形式のナビゲーションに対し同じキーを使用することができる。
【００１１】
アルファニューメリックキーパッドに依存せず、制御ユニットにより制御され且つナビゲ
ーションキー手段により動作されるエディタを電話に設けることにより、アルファニュー
メリックキーパッドを単純に省くことができる。従って、ローラ本体をベースとするナビ
ゲーションキーを唯一の入力キーとしてもつことができる。電源オン／オフキーは電話に
存在する。制御ユニットは、エディタに対し、一連の入力情報を表示するための上記ディ
スプレイにおける第１ディスプレイ部分と、一連の複数の考えられる情報候補を表示する
ための上記ディスプレイにおける第２ディスプレイ部分とを定め、一連の候補における１
つの候補がカーソルにより強調され、情報候補を通るカーソルの移動はナビゲーションキ
ー手段の回転により制御され、そして上記強調された候補は、ナビゲーションキー手段を
押すことにより一連の入力情報へ入力するように選択できる。
【００１２】
それ故、本発明は、ディスプレイと、情報及び命令を電話の制御ユニットに入力するため
の入力手段とを有し、制御ユニットが入力手段のオペレーションに基づいてディスプレイ
を制御するような携帯電話において、上記入力手段は、押圧し得るローラ本体と、このロ
ーラ本体の支持構造体と、ローラ本体の回転を検出するために上記制御ユニットに作動的
に接続されたエンコーダと、ローラ本体の押圧を検出するために上記制御ユニットに作動
的に接続されたセンサとを備え、上記制御ユニットは、１組の許されたオペレーションを
含むポップアップウインドウであって、ローラ本体を押圧することにより与えられる要求
を受け取った際にディスプレイの一部分をカバーするポップアップウインドウを発生する
ような携帯電話にも係る。本発明の好ましい実施形態によれば、ナビゲーションキーは、
電話の唯一の入力手段である。
【００１３】
ポップアップウインドウは、長方形フレームを画成する境界線によりアクティブなディス
プレイエリアから区切られる。テキストが明るい（イエロー又はグリーン）背景上の黒で
あるときには、長方形フレームが、テキストと同様に黒であって、その行巾が２ないし３
ピクセル又はドットに対応するのが効果的である。ポップアップウインドウのエリアがア
クティブなディスプレイエリア全体の３０％ないし７０％をカバーするときには、ユーザ
は、常に、背景表示の一部分を見ることができ、これは、モード又は表示を確認するのに
充分である。
【００１４】
好ましい実施形態によれば、ポップアップウインドウは、２ないし４個の選択可能なオペ
レーションを長方形フレーム内に含む。しかしながら、制御ユニットは、所定の順序で配
列された複数の選択可能なオペレーションを含むリストを取り扱い、全組のオペレーショ
ンのうちの部分組のみがポップアップウインドウに同時に示される。ナビゲーションキー
手段を回転すると、全組のオペレーションを通して走査が行なわれる。従って、ウインド
ウは、全リストに沿って移動する。
【００１５】
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全リストは、エンドレスループとして与えられないのが好ましい。全組のオペレーション
は、２つのオペレーションが各々リストの最初の項目及び最後の項目として定められるよ
うに配列され、そしてリストモードにおいて、カーソルがリストの最初の項目又は最後の
項目以外を通過するときに、ポップアップウインドウが消失し、そして電話がリストモー
ドから、背景表示に関連したモードに入るのが好ましい。
【００１６】
コンテクスト感知ポップアップウインドウは、使用可能な全てのオペレーションを含むの
が好ましい。これらは、技術現状に基づき多数のサブメニューから得られる。従って、ユ
ーザは、もはやサブメニューへの経路を覚える必要はなく、リストから単に選択すること
ができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。
【００１８】
図１は、本発明による電話の好ましい実施形態を示し、参照番号１で一般的に示された電
話は、キーパッド２、ディスプレイ３、オン／オフボタン４、イヤホン５及びマイクロホ
ン６を有するユーザインターフェイスを備えていることが明らかである。好ましい実施形
態の電話１は、セルラーネットワークを経て通信するが、例えば、コードレスネットワー
ク用に設計することもできる。キーパッド２は、アルファニューメリックキーとして第１
キーグループ７を有し、これにより、ユーザは、電話番号を入力し、テキストメッセージ
（ＳＭＳ）を書き込み、名前（電話番号に関連した）を書き込み、等々を行うことができ
る。１２個のアルファニューメリックキーの各々には、数字「０－９」又は符号「＃」及
び「＊」が各々設けられている。アルファモードにおいて、各キーには、テキスト編集に
使用される多数の文字及び特殊な符号が関連される。
【００１９】
キーパッド２は、更に、ナビゲーション及び選択キー１０と、クリアキー１２とを備えて
いる。クリアキー１２は、例えば、これを短時間押すことにより最後に入力された数字又
は文字を消去するのに使用され、一方、これを長時間押すと、数字又はワード全体が消去
される。
【００２０】
この電話は、Ｎｏｋｉａ８１１０（登録商標）と同様に２つのコール取り扱いキーを含む
ことができるが、好ましい実施形態によれば、コールの取り扱いは、ナビゲーション及び
選択キー１０に含まれる。これは、少なくとも１つの数字がディスプレイにある状態でア
イドルモードにおいてナビゲーション及び選択キー１０を一度押すと、「コール確立」を
有するポップアップウインドウが１つの項目として現れ、そしてナビゲーション及び選択
キー１０を押すことにより「コール確立」を選択することによってコールが確立されると
、ポップアップウインドウの項目は、「コール終了」、「会議コール」、等々に変化する
。
【００２１】
ナビゲーション及び選択キー１０は、電話の前面の中央においてディスプレイ３とアルフ
ァニューメリックキーのグループ７との間に配置される。従って、ユーザは、親指でこの
キーを制御することができる。これは、正確な原動力移動を必要とする入力キーを配置す
る最良の場所である。経験のある多くの電話ユーザは、片手での取り扱いを使用する。こ
れらのユーザは、指先と手のひらとの間で電話を手にもつ。従って、情報入力のために親
指を自由に使えることになる。
【００２２】
図３から明らかなように、ナビゲーション及び選択キー１０は、電話の前面カバー２１の
開口を通して部分的に延びるローラ本体２０を備え、このローラ本体２０は、本質的に円
筒状であって、その長さ及び直径は、アルファニューメリックキーグループ７におけるキ
ーの巾と同じサイズである。ローラ本体２０の回転軸が電話１の長手軸に垂直に延びるよ
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うに設けられたときには、ローラ本体２０を回転すると、ディスプレイのカーソルが親指
の移動に対応してアップ／ダウン方向に移動する。この目的を満足するために、ナビゲー
ション及び選択キーには、ローラ本体の回転を、電話のプロセッサ１７に送られる電子パ
ルス列に変換するエンコーダ手段（図示せず）が設けられる。更に、ナビゲーション及び
選択キーの構造体には、ローラ本体２０の押圧を検出するためのマイクロスイッチ（図示
せず）が設けられ、これにより、ディスプレイに指示された項目が選択されたことを示す
プロセッサ１７のための選択信号が発生される。ナビゲーション及び選択キーは、本出願
人により１９９７年１２月２２日に出願された英国特許出願第９７２７０６２．３号、第
９７２７０５８．１号及び第９７２７０６０．７号に詳細に説明されている。これらの特
許出願は、参考としてここに援用する。
【００２３】
ナビゲーション及び選択キー１０がアルファニューメリックキー７の中央欄の延長部とし
て配列されたときには、左利き及び右利きの両方のユーザによりナビゲーション及び選択
キー１０を最適にアクセスすることができる。
【００２４】
図２は、携帯電話の好ましい実施形態の最も重要な部分を示す図で、これらの部分は、本
発明を理解するために重要である。本発明の電話の好ましい実施形態は、ＧＳＭネットワ
ークに関連して使用されるが、もちろん、本発明は、セルラーネットワークのような他の
電話ネットワーク及び種々の形態のコードレス電話システムに関連して使用することもで
きる。マイクロホン６は、ユーザのスピーチを記録し、それにより形成されたアナログ信
号は、Ａ／Ｄコンバータ１５においてＡ／Ｄ変換された後に、音声コーデックユニット１
４においてスピーチがエンコードされる。エンコードされたスピーチ信号は、ＧＳＭター
ミナルソフトウェアをサポートする物理レイヤプロセッサ１７へ転送される。このプロセ
ッサ１７は、メモリ（ＲＡＭ、ＲＯＭ）、ディスプレイ３及びキーパッド２（並びにＳＩ
Ｍ、データ、電源等）を含む装置の周辺ユニットへのインターフェイスも形成する。プロ
セッサ１７は、基本帯域コンバータ１８及びチャンネルイコライザー１６を経てＲＦ部分
１９と通信する。音声コーデックユニット１４は、信号をスピーチデコードし、これは、
プロセッサ１７からＤ／Ａコンバータ１３を経てイヤホン５へ転送される。ユニット１３
ないし１８は、通常、市場で入手できるチップ又は１組の特殊設計チップ（ＡＳＩＣ）の
いずれかであるチップセットに一体化される。
【００２５】
好ましい実施形態ではそれ自体知られたようにコントローラユニットとして働くプロセッ
サ１７は、ユーザインターフェイスに接続される。従って、電話のアクティビティを監視
しそしてそれに応答してディスプレイ３を制御するのは、プロセッサである。
【００２６】
それ故、状態変化事象の発生を検出し、そして電話の状態、ひいては、表示テキストを変
更するのは、プロセッサ１７である。状態変化事象は、ナビゲーション及び選択キー１０
を含むキーパッドをユーザが操作したときにユーザによって生じ、従って、この形式の事
象は、入力事象又はユーザ事象と称する。プロセッサ１７は、図３について簡単に述べる
ように、マイクロスイッチ及びエンコーダにより、ローラ本体２０の回転及び押圧を検出
することができる。しかしながら、電話と通信するネットワークが状態変化事象を生じる
こともある。この形式の事象、及びユーザの制御を越える他の事象は、非ユーザ事象と称
する。非ユーザ事象は、コール設定中の状態変化、バッテリ電圧の変化、アンテナ状態の
変化、ＳＭＳの受信におけるメッセージ等を含む。
【００２７】
図３は、本発明によるナビゲーション及び選択キー構造体を携帯電話にいかに配置するか
を示す。ナビゲーション及び選択キー構造体は、ナビゲーション及び選択キーとして働く
ローラ本体２０と、このローラ本体２０を支持するキャリア２３とを備えている。キャリ
ア２３は、スタブシャフト２８をヒンジ部分として支持するビーム２９と、ビーム３０と
、ローラ本体２０を支持するシャフト２４とを備えている。２つのビーム２９、３０及び
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シャフト２４は、平行であり、そして各端においてベアリング３１、３５によって相互接
続される。
【００２８】
ローラ本体２０の一部分は、電話の前面カバー２１の密接嵌合（非接触）開口を経て延び
る。前面カバー２１の後側には、キャリア２３用のヒンジ軸を定める支持手段としてスタ
ブシャフト２８を受け入れるＵ字型くぼみ３４を有する２つのグリップアーム２７が設け
られている。グリップアーム２７は、電話の前面カバー２１とプリント回路板（ＰＣＢ）
２５との間のスペーサ部材として働く。プリント回路板は、グリップアーム２７のくぼみ
３４により形成されるシャフトベアリングに対するロック部材を形成する。グリップアー
ム２７間の距離は、キャリア２３の軸方向変位を回避するためにシャフト２４の長さより
も若干小さくなっている。
【００２９】
キャリア２３をプリント回路板２５から電話の前面カバー２１に向かって押しやるための
バイアス手段としてスプリング２６が設けられている。前面カバー２１には、２つのスト
ップ脚３２が設けられ、これらは、ヒンジ２８、３４から離れる方を向いた部分３０の上
面と協働する。キャリア部分３０の下面は、マイクロスイッチ３３と協働する。マイクロ
スイッチ３３の接触面とストップ脚３２との間の距離は、対応するキャリア部分の厚みよ
り若干大きい。コイル２６は、キャリア２３をストップ脚３２に向けて押しやる。ユーザ
がコイルの力より大きな力でローラを押圧すると、キャリアがマイクロスイッチ３３に押
しつけられ、それに基づいて出力信号が与えられる。マイクロスイッチ３３は、コイル２
６により与えられるバイアス力に反作用する力を検出するための検出手段として働く。
【００３０】
ローラ本体２０が押圧されると、全ナビゲーション及び選択キー構造体は、グリップ手段
２８、３４により定められたヒンジ軸の周りで揺動運動を実行する。
【００３１】
ローラ本体２０の端壁には、多数の導電性領域３７が設けられている。図３に示すように
、金属ストリップの多数（好ましい実施形態では、３個）のスライドシュー３６（接触ス
プリング）が、導電性領域を通る円経路に沿ってスライドする。このスライドシュー３６
及び導電性領域３７は、制御ユニット１７がローラ本体２０の回転を検出するところのエ
ンコーダの相互作用部分である。スライドシューは、ローラ本体２０の端面を向いたキャ
リア２３の面に取り付けられる。
【００３２】
プロセッサ１７は、通常、各オープンアプリケーションに１つづつ多数の表示を取り扱い
、そしてそのときアクティブなアプリケーションに対する表示がディスプレイ３に示され
る。電話がアイドルモードにあるときには、入呼びを探してネットワークを監視するだけ
である。図４に第１の表示として示されたアイドルモード表示は、ネットワークオペレー
タ、ここでは「Ｓｏｎｏｆｏｎ」を識別する情報を含み、そしてナビゲーション及び選択
キー１０のローラ本体２０を押圧すると、電話のメニューへのアクセスが与えられること
を指示する。表示は、更に、バッテリレベル、ＲＦ接続の質、ローカル時刻等をユーザに
知らせる幾つかの状態指示を含むことができる。
【００３３】
図４の第２の表示から明らかなように、ナビゲーション及び選択キー１０を押すと、ポッ
プアップウインドウ４０が以前の表示の上に現れる。ポップアップウインドウ４０は、そ
の下の表示を部分的にカバーするが、ユーザが依然としてその背景表示を確認できるよう
にカバーする。ポップアップ表示４０に生じるテキストの行数は、当然、使用するフォン
トに依存する。しかし、表示全体が５つのテキスト行を含む場合には、ポップアップ表示
は、３つのテキスト行を含むのが効果的である。あるカーソル位置で使用できるオプショ
ン即ち項目の数は、一般に、行数より多いが、リストの一部分しか表示されない。
【００３４】
図４のポップアップウインドウ４０に示されたメニュー項目のリストは、通常、１０項目
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まで又はそれ以上を含む。リストは、次の通りである。
【００３５】
１．電話帳－ＦＩ
２．メッセージ
３．コール登録
４．電話の設定
５．コール転送サービス
６．カレンダー
７．音量設定－ＬＩ
個々のメニュー項目に関連した機能は、例えば、本出願人の商品Ｎｏｋｉａ３１１０（登
録商標）から良く知られている。図４から明らかなように、ポップアップウインドウ４０
には、メニューリストの項目２ないし４のみが示されている。リスト内の項目の１つは、
カーソル４２として働くアイコンで示されていることが明らかである。或いは又、反転し
たカラーのバーで項目を示すこともできる。カーソル４２は、ナビゲーション及び選択キ
ー１０のローラ本体２０を回転することにより制御され、そしてカーソルで指示された項
目は、ローラ本体２０を押すことにより選択できる。
【００３６】
リストの項目は、項目の選択により、表示されるべき新たな項目リストが発生されたとき
に、アイコン（ここでは３つのドット）４１により追従される。これは、基本的に、メイ
ンメニューリストにおける全ての項目に対する状態である。リストにおける最初と最後の
項目は、各境界アイコン４４によりＦＩ（最初の項目）及びＬＩ（最後の項目）として指
示されることに注意されたい。カーソル４２がこれら項目により定められた境界を外れて
移動する（例えば、アップ方向に最初の項目を通過する）ときには、ポップアップウイン
ドウ４０が自動的に消失する。
【００３７】
図４の第２行目における第１表示において、ユーザは、「メッセージ」メニュー項目を選
択し、これは、次のメニュー項目をポップアップし、第２行目の第２表示から明らかなよ
うに、このメニューリストは、次のような標準的なメッセージ取り扱いメニューを含む。
【００３８】
１．メッセージ読み取り
２．メッセージ書き込み
３．発送報告の表示
４．メッセージセンター番号
５．自分のセンターを経ての応答
６．発送報告
７．音声メールボックス番号
アイドルモード表示は、依然、背景表示として存在し、そして電話は、例えば５秒の時間
切れで何の項目も選択されない場合には、このアイドルモード表示に復帰する。ユーザが
「メッセージ書き込み」項目を選択した場合には、ポップアップウインドウが消え、そし
て背景表示が、図４の第３行目の１つの表示に示すように、「アイドルモード」表示から
「テキスト入力」表示へと変化し、表示の最も上の状態行４５は、テキスト入力がメッセ
ージ送信アプリケーション（メッセージ書き込み）に対するものであり、テキスト入力ア
プリケーションがアルファモード（ＡＢＣ）にあり、そしてカーソル４３が位置１２４に
ある（ＳＭＳメッセージは、最大１６０キャラクタを含み、そして位置１２４は、最大１
２４キャラクタが続くことを意味する）ことをユーザに知らせる。
【００３９】
表示３は、所定数の行に配列された符号を示すためのドットマトリクス表示として形成さ
れ、各行は複数の符号を含むことができる。カーソル４３又はマーカーは、２つの符号間
に配置できる微光バーとして形成される。カーソル４３がテキストに配置された状態でロ
ーラ本体２０が押圧されたときに、プロセッサは、多数の選択可能な項目又はオペレーシ



(10) JP 4266431 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

ョンを含むコンテクスト感知ポップアップウインドウを表示し始める。コンテクスト感知
ポップアップウインドウ４６は、アクティブなディスプレイの一部分をカバーし、そして
ローラ本体２０を押圧する前にカーソル４３により定められた位置において許されるオペ
レーションを含む。
【００４０】
コンテクスト感知ポップアップウインドウ４６がディスプレイの一部分に現れるときには
、選択可能な項目のリストは、ＳＭＳメッセージ関連項目及びテキスト編集関連項目の両
方含むことができる。このリストは、次の項目を含むことができる。
【００４１】
１．挿入
２．テキストマーク開始
３．ペースト
４．送信
５．セーブ
６．退出
７．消去
「挿入」が選択された場合には、ユーザは、新たなポップアップウインドウにおいて、何
を挿入したいかそしてどこでそれを見つけるか、例えば、電子ビジネスカード（ノートパ
ッド）、名前又は番号（電子電話帳）等を特定するように要求される。
【００４２】
図４の第４行目における第１表示の状態のように、「テキストマーク開始」がユーザによ
り選択された場合には、このカーソル位置が最初の位置として取り扱われる。図４の第４
行目における第２表示から明らかなように、ユーザは、ローラ本体２０を回転することに
よりカーソル４３を新たな位置に移動することが許される。状態行４５は、現在状態がテ
キストマーク中であることを示すことに注意されたい。カーソル４３がナビゲーション及
び選択キー１０により新たな位置に移動されたときには、図４の第４行目における第３表
示から明らかなように、ナビゲーション及び選択キー１０を押したときに、コンテクスト
感知ポップアップウインドウ４６が現れる。ここで、ユーザは、ポップアップウインドウ
４０のリストから、そのマークされたテキストに対してどのオペレーションを実行したい
かを選択できる。最初のカーソル位置が第１位置であるか第２位置であるかは問題でない
。
【００４３】
マークされたテキストの選択に応答して、コントローラ１７は、コンテクスト感知ポップ
アップウインドウ４６（図４の第４行目の第３表示）を発生して、ユーザがそのマークさ
れたテキストをカットしたいか、クリップボードにコピーしたいか、又はクリップボード
の内容に置き換えたい（ペーストしたい）かを尋ねる。マークされたテキストをクリップ
ボードにコピーする場合には、ペーストオペレーションにより、ユーザは、コピーされた
テキストを別のアプリケーションに転送するか又は同じアプリケーションの別のファイル
又は記録に転送することができる。「ペースト」オプションは、クリップボードメモリが
空であるときにはポップアップウインドウに現れない。
【００４４】
「送信」オプションを選択すると、プロセッサ１７は、受信電話番号を尋ねるポップアッ
プウインドウ（下にメッセージを伴う）を形成した後に、メッセージセンター番号が電話
にまだ記憶されていない場合にはそれを入力する要求を発する。
【００４５】
ユーザが「セーブ」オプションを選択するときには、電話は、入力されたテキストをセー
ブするよう示唆し、そして９８．０３．２６－１０：４５（セーブの時刻「年．月．日－
時：分」）のような名前を記録に与える。「退出」オプションは、編集されたテキストを
セーブも送信もせずアプリケーションを去り、一方、「消去」オプションは、編集された
テキストを消去するが、ユーザはアプリケーションに留まる。
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【００４６】
第２行のポップアップウインドウは、ナビゲーション及び選択キー１０がソフトキーとし
て働くときにこれを押すと、現れることに注意されたい。好ましい実施形態によれば、こ
れは、電話がユーザ入力のエントリをもたないモードにあるときの状態である。ユーザ入
力をもたないモード中にはディスプレイにカーソルが存在しない。これは、通常、ユーザ
が、入力を必要とするまで、メニュー構造体においてナビゲートし、例えば、アイドルモ
ードにおいて開始したときの状態である。
【００４７】
ユーザが入力を行うように要求され、例えば、図４について述べたようにメッセージを書
き込むことが要求されたときには、ディスプレイのアクティブな部分全体をデータ入力に
使用できる。図４の第３及び第４行目から、アンテナ及びバッテリインジケータがいかに
消失するか明らかである。ソフトキーテキストも消失する。データ入力モードにおいて、
ナビゲーション及び選択キー１０は、もはや特殊な機能ももたないし、メニュー構造体へ
のアクセスも与えない。このモードにおいてナビゲーション及び選択キー１０が押された
ときには、コンテクスト感知ポップアップウインドウ４６が現れ、そしてプロセッサ１７
は、現在アプリケーションにおいて許容できるオペレーションであって、現在カーソル位
置でコンテクスト感知ポップアップウインドウ４６に表示されるべきオペレーションのみ
を許す。
【００４８】
コンテクスト感知ポップアップウインドウ４６と、ポップアップウインドウ４０を含む通
常のメニュー項目の両方は、ウインドウの境界線の外にカーソル４２を移動するか又は「
クリア」キー１２を押すことによりエスケープすることができる。次いで、電話は、ポッ
プアップウインドウの後方に部分的に見えるその下の表示に関連したアプリケーションへ
戻る。
【００４９】
本発明による電話のディスプレイは、例えば、３０×４４ｍｍ（高さ×巾）のサイズのド
ットマトリクス表示領域を有するＬＣＤ型のものである。ドットは、好ましくは、長方形
で、例えば、サイズが０．４２×０．３４ｍｍ（高さ×巾、これは垂直及び水平方向に各
々５７×７０ｄｐｉの解像度に対応する）であり、そして０．０２ｍｍ間隔で配列される
。これは、アクティブな部分においてほぼ６８×１２０ドット（高さ×巾）即ちピクセル
を与える。
【００５０】
図４から明らかなように、電話は、多数の、例えば、３つの標準的なフォントをディスプ
レイに使用しており、そしてプロセッサ１７は、所定のルールに基づいてフォントを動的
に変更する（ユーザからの操作を伴わずに）。通常、各符号は、最も大きなフォントにお
いて１０×７ピクセル（高さ×巾）を、そして最も小さなフォントにおいて７×５ピクセ
ルを使用する。図４に示す実施形態に使用されるフォントは、固定の巾をもたず、「Ｉ」
のような文字は、文字「ｍ」よりも小さな巾しか必要としない。高さは、フォントにおけ
る全ての符号に対して同じであり、そして巾は、２ピクセル（「ｉ」の場合）から７ピク
セル（「Ｍ」及び「Ｗ」の場合）まで変化し、平均巾は、約５ピクセル程度である。一般
に、２つの隣接する符号は、１ピクセルだけ離間され、そして２つの行は、３ピクセルだ
け離間される。アイドルモード表示においては、１０ピクセルの巾をもつ列が状態バー４
８に対する表示の各側に使用され、そして１３ピクセルに対応する高さをもつ行がソフト
キーテキスト４９に対して使用される。
【００５１】
テキスト入力モードでは、アクティブな表示領域全体を使用できる（ここでは、６８×１
２０ピクセル）。状態行４５は、１２０ピクセルに対応する巾を有し、そしてフォントの
巾が約５ピクセルで、それらの間の間隔が１ピクセルの状態では、約２０個の文字が状態
行に許される。文字の高さは９ピクセルである。状態行４５は、テキスト部分から行４７
で分離され、従って、テキストに対して５１×１２０ピクセルが使用でき、これは、各行
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に約２０個までの文字で、４つの行に対応する。
【００５２】
カーソル４３は、１秒当たり約１回微光を発する（ピクセルがオン及びオフになる）微光
バー（１×１１ピクセル）として実施される。ポップアップウインドウ４０又は４６が現
れると、図５から明らかなように、長方形の境界線５０によってそれが包囲される。この
境界線５０の外では、その下の表示が見える。境界線５０は、２ピクセルに対応する巾を
有する。図５から明らかなように、若干小さなフォントが使用され、これは、状態行４５
及びテキスト部分の最後の行が完全に見える状態でポップアップウインドウが３つのテキ
スト行を包含できるようにする。本発明の好ましい実施形態によれば、ポップアップウイ
ンドウは、４０×８４ピクセルを使用する。この境界線の巾、及び境界線とテキストとの
間に幾つかのピクセルという間隔では、機能テキストを表示するのに使用できるポップア
ップウインドウの部分が３２×７６ピクセルを含む。７×５のフォントでは、１２ないし
１５文字を有する３つの行を表示することができる。上記サイズのディスプレイでは、ポ
ップアップウインドウは、アクティブなディスプレイ全体の４０％以上をカバーする。ポ
ップアップウインドウは、ディスプレイのサイズが５０－１００×７５－２００ピクセル
であるときに、アクティブなディスプレイ全体の３０％ないし６０％、そして好ましくは
３５％ないし５０％をカバーするのが効果的である。ポップアップウインドウがあまり小
さくなると、テキストを読み取るのが困難となり、ポップアップウインドウがディスプレ
イの相当の部分をカバーするときには、ユーザは、もはや背景表示を確認することができ
ない。
【００５３】
図６は、本発明による携帯電話の別の実施形態を示しており、この電話は、アルファニュ
ーメリックキーが省かれそして全ての機能がナビゲーション及び選択キー１０を経て使用
できるという点で注目すべきものである。ナビゲーション及び選択キー１０は、実際に、
電話の唯一の入力キーである。今日、あらゆる電話が１５ないし２０個のキーを有し、或
いはそれ以上の多数のキーを有する。
【００５４】
アイドルモードから、ナビゲーション及び選択キー１０を押すと、電話のメニューにアク
セスできる。ここでは、図１を参照して説明した実施形態に使用されたメニューリストは
、更に別の幾つかの項目を必要とする。このリストは、次の通りである。
【００５５】
１．コール－ＦＩ
２．電話帳
３．エディタ
４．メッセージ
５．コール登録
６．電話の設定
７．コール転送サービス
８．音量設定－ＬＩ
このリストから明らかなように、２つの新たなメニュー項目のみが必要であり、それらは
、「コール」及び「エディタ」である。図７は、図６に示す電話においてアプリケーショ
ンがいかに相互作用するかを示している。
【００５６】
電話は、当該状態に関連した所定の機能又は動作のグループをナビゲーション及び選択キ
ー１０によって実行又はアクセスできるような複数の状態をとれるのが効果的である。プ
ロセッサ１７は、このグループの機能の１つをデフォールト機能として表示する。デフォ
ールトオペレーション又は機能は、ナビゲーション及び選択キー１０を押したときに実行
され、そしてナビゲーション及び選択キー１０を回転したときに全組のオペレーションを
使用できる。
【００５７】
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図７は、本発明の別の実施形態による１キー型電話がアイドルモード１００から２つの方
法でいかに状態を変えるかを示している。入呼びが検出された場合には、電話がコール取
り扱い状態１１０へ変化し、ユーザは、ナビゲーション及び選択キー１０を押すことによ
りコールに応答することが許される。ナビゲーション及び選択キー１０を回転することに
より、全組の許容し得る動作を伴うポップアップウインドウが現れ、これにより、ユーザ
は、入呼びを拒絶するか又はコールを手動で転送することが許される。
【００５８】
さもなくば、ユーザは、ナビゲーション及び選択キー１０を押して回転することによりメ
ニューをアクセスしなければならず、これにより、ポップアップウインドウの項目を選択
することができる（図４のように）。次いで、上記の８個のメニュー項目を使用できる。
電話には、ユーザが全ての種類のデータを例えば電話の入力できるようにする特殊なエデ
ィタが設けられ、このエディタは、１９９８年１月１４日に本出願人により出願された英
国特許出願第９８００７４６．１号に基本的に説明されている。この出願は、参考として
ここに援用する。
【００５９】
このエディタは、１キー型電話に関連して非常に有用であり、電話のオペレーションは、
図７及び８を参照して説明する。ユーザがアイドルモードにおいてナビゲーション及び選
択キー１０を押すことにより「メニュ」を選択すると（図８の第１行目の表示を参照）、
プロセッサ１７は、メニュー構造において使用できる項目を含むポップアップウインドウ
１２０を表示する。この実施形態によれば、これら項目は、次の通りである。
【００６０】
１．コール
２．電話帳
３．ノートパッド
４．メッセージ
５．コール登録
６．電話の設定
７．コール転送サービス
８．音量設定
９．カレンダー
図８の第２行目の第１表示から明らかなように、ユーザがカーソル１２１を「ノートパッ
ド」オプションへ移動し、そしてナビゲーション及び選択キー１０を回転して押すことに
よりこのオプションを選択したときには、プロセッサ１７は、新たなポップアップウイン
ドウ（図８の第２行目の第２表示）を表示して、ユーザが行おうとする入力の種類を特定
するように求める。電話は、図７の状態１０３にある。
【００６１】
ユーザは、標準的なコールを発するための電話番号、電話帳に記録を記憶するための電話
番号及びそれに対応する名前、カレンダー用のアルファニューメリックストリング（テキ
スト）、送信されるべきメッセージ、等を入力することができる。ユーザが図８の第２行
目の第２表示において「電話番号」の項目を選択した場合には、プロセッサ１７は、アイ
ドルモードの背景表示を、図８の第３行目の第１表示として示されたエディタ表示へと変
更し、図７のエディタ状態１１１へ進む。
【００６２】
状態行１２３は、現在の入力アクティビティの種類を指示し、補助ウインドウ１２６は、
一連の入力候補を指示し、そしてカーソル１２７により候補が指摘される。カーソル１２
７の移動は、ナビゲーション及び選択キー１０を回転することにより制御され、そしてナ
ビゲーション及び選択キー１０を押すことによって項目が選択される。候補が選択される
と、それは、カーソル１２５で指摘された位置においてディスプレイのメイン部分の文字
ストリング１２４へ転送される。補助ウインドウ１２６は、数字０－９、「＋」符号、及
び編集を終了すべきであることを指示する「ＯＫ」アイコンを含む。ユーザがカーソル１
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２６をこのストリングの外に移動した場合には（コンテクスト感知ポップアップウインド
ウの場合のように）、補助ウインドウ１２６が消失し、そしてナビゲーション及び選択キ
ー１０はストリング１２４においてカーソル１２５を制御する。ナビゲーション及び選択
キー１０を押すことにより、ユーザは、「クリア」、「挿入」、「クイット」、「コール
」及び「セーブ」のような項目を含むコンテクスト感知ポップアップウインドウにおいて
「挿入」オプションを選択することにより補助ウインドウ１２６を呼び戻すことができる
。
【００６３】
ユーザが補助ウインドウ１２６において「ＯＫ」アイコンを選択した場合には、図８の第
３行目の第２表示から明らかなように、補助ウインドウ１２６及びカーソル１２５が消失
し、入力された文字ストリング１２４が表示に存在する。ナビゲーション及び選択キー１
０は、これを押したときに「コール」機能をデフォールトオプションとして得る。ナビゲ
ーション及び選択キー１０を回転した場合には、新たなポップアップウインドウに別のオ
プションが現れる。このポップアップウインドウは、「コール」、「編集」、「ＳＭＳ」
、「クイット」及び「セーブ」のような項目を含む。
【００６４】
「編集」オプションを選択すると、入力されたストリングが編集継続のために再オープン
され、「ＳＭＳ」オプションを選択すると、ユーザがメッセージテキストを入力するよう
要求され、そして「クイット」オプションを選択すると、電話は編集モードを退出し、何
もセーブせずにアイドルモードに復帰する。「コール」オプションは、ディスプレイに存
在する電話番号に基づいてコールを開始する。「セーブ」オプションを選択すると、ユー
ザが電話帳の名称として使用されるべき名前を入力するよう要求される。これは、図８の
第４行目の第１表示に示されている。状態行１２３には、エディタが電話帳への名前の入
力を現在取り扱っていることが指示される。テキストストリング１２４の一部分が入力さ
れている。
【００６５】
補助ウインドウ１２６は、文字ａ－ｚ（英語版）と、大文字と小文字との間を切り換える
ためのアイコンと、数字０－９を含む候補ストリングへのアクセスを与えるアイコンと、
現在電話に使用されているギリシャ文字や他の符号のような特殊文字を含む候補ストリン
グへのアクセスを与えるアイコンとを備えている。一般に、エディタは、電話帳アプリケ
ーションと組合せて使用されるときのタイトルケースと、メッセージ又はカレンダー入力
のためのテキストを入力するのに使用されるときのテキストケースとを使用する。補助ウ
インドウ１２６に表示される標準的な文字ストリングは、基本的な文字ストリングとして
働く。数字ストリング又は特殊文字ストリングにおいて「ＯＫ」アイコンを選択すると、
基本的文字ストリングが呼び戻され、一方、基本的文字ストリングにおいて「ＯＫ」スト
リングを選択すると、編集が終了となる。
【００６６】
図８の第４行目の第２表示では、基本的文字ストリングにおける「ＯＫ」アイコンが選択
されており、編集が終了される。ナビゲーション及び選択キー１０を押すと、入力された
名前及び番号が電話帳の記録にセーブされる。
【００６７】
図８の第３行目の第２表示においてナビゲーション及び選択キー１０を回転したときに現
れたポップアップウインドウにおいて、ユーザが「セーブ」オプションを選択するのでは
なく、「ＳＭＳ」オプションを選択した場合には、メッセージテキストの書き込みを要求
される。図８の第５行目の第１表示に「テキスト書き込み」表示が示される。状態行１２
３は、現在編集されているテキストの種類を指示し、そしてカーソル１２５は、入力され
たテキストストリング１２４に配置され、補助ウインドウ１２６から選択される次の文字
の位置を指示する。補助ウインドウ１２６において「ＯＫ」アイコンが選択されたときに
は、入力されたストリングが、4つのドット１３０で示すように切断され、従って、ナビ
ゲーション及び選択キー１０に対しソフトキーテキストのためのスペースが形成される。
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デフォールト機能は、ＳＭＳメッセージを送信するが、ナビゲーション及び選択キー１０
を回転すると、別のオプションが現れる。「ＳＭＳ送信」が選択されたときには、初期に
入力された電話番号が受信番号として使用され、ユーザは、自分のメッセージセンター番
号がまだ電話に記憶されていない場合にはそれを入力するよう要求される。
【００６８】
１キー型電話の基本的な考え方は、電話が多数のアプリケーションを有し、その各々が新
たなデータを入力するためにエディタを使用するというものである。図７の「コール」ア
プリケーション１０１がメニューにおいて選択されたときには、「コール」アプリケーシ
ョン１０１は、エディタアプリケーション１１１を使用して電話番号を入力すると共に、
コール取り扱いアプリケーションを使用して、その入力された電話番号に基づき接続を実
際に設定する。
【００６９】
「電話帳」アプリケーション１０２が選択されたときには、エディタアプリケーション１
１１が同様に使用されて、電話番号及び名前を電話帳に新たな記録として入力する。又、
エディタアプリケーション１１１は、既存の記録を修正しなければならないときにも使用
され、そのオペレーションは、図８を参照して述べたように、編集継続のためにストリン
グを再オープンするものと同じである。図７から明らかなように、電話帳の記録からコー
ルを開始することができる。これは、Ｎｉｋｉａ３１１０（登録商標）において既に可能
である。
【００７０】
「ノートパッド」アプリケーション１０３は、エディタアプリケーション１１１への直接
的なアクセスを与え、入力されたデータをその後に別のアプリケーションに記憶すること
ができる。しかしながら、「ノートパッド」アプリケーションが一種のノートブックとし
て使用されるときには、そこに記録を記憶することができる。
【００７１】
又、「メッセージ」アプリケーション１０４は、エディタアプリケーション１１１を使用
して、テキスト及び電話番号を入力する。又、「メッセージ」アプリケーション１０４は
、コール取り扱いアプリケーション１１０を使用して、メッセージの送受信を行う。
【００７２】
「コール登録」アプリケーション１０５は、最後の入呼び、出呼び及び未到達コールのみ
をリストする。アプリケーションは、編集を使用せず、このアプリケーションから出呼び
を開始することができる。「電話の設定」アプリケーション１０６は、電話の幾つかのパ
ラメータのみを設定し、編集は必要とされない。
【００７３】
「コール転送」アプリケーション１０７は、エディタアプリケーション１１１を使用して
電話番号を入力すると共に、コール取り扱いアプリケーション１１０を使用して、転送命
令をネットワークに転送する。
【００７４】
「音量設定」アプリケーション１０８は、通常、エディタアプリケーション１１１を使用
しないが、上記の英国特許出願第９８００７４６．１号に開示されたように、新たなリン
ギングトーンの入力を取り扱うようにエディタアプリケーションが準備された場合には、
「音量設定」アプリケーション１０８は、エディタアプリケーションからの入力からも有
効である。
【００７５】
「カレンダーアプリケーション」１０９も、エディタアプリケーションからの入力に依存
する。しかしながら、入力は、例えば、「ノートパッド」アプリケーション１０３又は「
メッセージ」アプリケーション１０４からも、エディタアプリケーションを経て到来する
。
【００７６】
コンテクスト感知ポップアップウインドウは、ソフトキーを省くことができる。これは、
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テキスト編集等に使用できるディスプレイの部分を増加する。しかしながら、全てのオプ
ションは、ナビゲーション及び選択キー１０を押したときにポップアップするウインドウ
において使用できる。通常使用されるアルファニューメリックキーは、入力候補に基づく
新たなエディタを使用することにより省くことができる。これにより、電話のサイズを減
少することができる。
【００７７】
ディスプレイにおいてマーカーを移動するためのナビゲーション手段及びマーカーにより
指示された項目を選択するための選択手段の機能であって、例えば、上記のように押圧可
能なローラベースのナビゲーションキー１０に一体化される機能は、電話のモードに基づ
いて変化する。テーブル１は、本発明による電話の最も基本的なモードの概要を示す。
【００７８】

本発明の２つの上記実施形態によれば、ナビゲーションキー１０は、「アイドルモード」
においてそれ自体知られた機能を有する。ナビゲーションキー１０を回転することにより
、電話は、回転方向に基づいて、例えば、電話帳及び最終ダイヤルスタックの２つのリス
トの一方を表示する。これは、アイドルモードにおいて電話Ｎｉｋｉａ３１１０（登録商
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標）のＮａｖｙ－ｋｅｙ（登録商標）を押すことに対応する。ナビゲーションキー１０は
、電話Ｎｉｋｉａ３１１０（登録商標）のソフトキーに対応する機能を有する。「メニュ
ー」は、ナビゲーションキー１０を押すことにより選択される。しかしながら、新規な特
徴として、メニューのサブ項目を含むポップアップウインドウが現れる。
【００７９】
ソフトキーオプション又はコンテクスト感知オプションを選択することによりポップアッ
プウインドウが発生するときには、電話が「リスト」モードとなる。ナビゲーションキー
１０を回転すると、カーソルがリストの項目を通してスクロール／ブラウズし、そしてナ
ビゲーションキー１０を押すと、カーソルで強調された項目が選択される。項目の選択に
よりユーザが更に別のサブ項目を選択できる場合には、これらサブ項目を含むポップアッ
プウインドウがウインドウに現れる。さもなくば、例えば、コールを確立するようなオペ
レーションが実行される。
【００８０】
コールが設定されたときには、電話が「コール取扱いモード」となり、ナビゲーションキ
ー１０は、これを押したときにデフォールトソフトキー機能（コール終了）をもつことに
なる。ナビゲーションキー１０を回転すると、当該モードにおいて許容し得るオペレーシ
ョンを含むリストがアクセスされる。
【００８１】
アルファニューメリックキーセットをベースとするエディタを使用するか又は別の実施形
態として説明したエディタを使用することによる編集中に、電話は、「編集又は入力モー
ド」となる。ナビゲーション及び選択キー１０は、ソフトキーとして働かず、従って、ソ
フトキーオペレーションの表示のために通常指定されるディスプレイの部分は、入力に使
用できるようになる。カーソルは、ナビゲーション及び選択キー１０を回転すると、文字
及び番号の入力ストリング、又は入力候補ストリングを通して移動される。ナビゲーショ
ン及び選択キーを押すと、カーソルの位置に基づいてコンテクスト感知ポップアップウイ
ンドウが現れる。コンテクスト感知ポップアップウインドウがディスプレイに存在する限
り、電話は、「リストモード」となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による携帯電話の好ましい実施形態を示す概略図である。
【図２】セルラー又はコードレスネットワークと通信する電話の重要な部分を示す図であ
る。
【図３】図１に示す電話の一部分であって、本発明によるナビゲーション及び選択キーに
含まれる部分を示す概略断面図である。
【図４】本発明によるポップアップウインドウを伴うディスプレイの好ましい実施形態を
示す概略図である。
【図５】図４に示すディスプレイを拡大スケールで示す図である。
【図６】本発明による携帯電話の別の実施形態を示す図である。
【図７】本発明による携帯電話の状態図である。
【図８】本発明による携帯電話に使用されるエディタを例示する図である。
【符号の説明】
１　電話
２　キーパッド
３　ディスプレイ
４　オン／オフボタン
５　イヤホン
６　マイクロホン
７　アルファニューメリックキーのグループ
１０　ナビゲーション及び選択キー
１２　クリアキー
１４　音声コーデックユニット
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１５　Ａ／Ｄコンバータ
１６　チャンネルイコライザー
１７　プロセッサ
１８　基本帯域コンバータ
１９　ＲＦ部分
２０　ローラ本体
２１　前面カバー
２３　キャリア
２４　シャフト
２５　プリント回路板
２７　グリップアーム
２９、３０　ビーム
３２　ストップ脚
３３　マイクロスイッチ
３４　くぼみ
４０　ポップアップウインドウ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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